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平素より弊社に対するご指導ご厚意を賜り、皆様には心より感謝申し上げます。

弊社は、昭和39年（1964年）の設立以来、北海道に根ざした総合建設コンサルタントとして、
この半世紀以上のあいだ地域住民の安全で安心な暮らしを守るべく、建設に関わる技術の向
上に努めて参りました。

2020年１月28日、北海道内で初めて新型コロナウイルスに感染した患者が確認されました。
その後、感染者が増え続けた北海道では同年２月28日に「新型コロナウイルス緊急事態宣言」
が北海道知事から発表されました。全道民に対して外出の自粛が叫ばれ、感染予防として
手洗いや消毒の励行、マスクの着用や３密（密閉・密集・密接）の回避が求められました。
弊社においても、時差出勤や在宅勤務を実施することで感染防止に努めてきました。あれか
ら１年近く経過しましたが、未だコロナウイルスの勢いは収まることを知りません。我々は、
さらにハイレベルな「働き方改革」を迫られているようです。
誰も経験したことのないこのようなコロナ禍の中でも、自然災害は容赦なく発生します。
建設コンサルタントである私たちは、感染症の流行という過酷な条件下でも安全で安心な地域
社会を形成するという使命のもと、常に最良の技術提案を継続するよう心掛けております。

この「技術レポート」は、毎年社内において開催される技術発表会の内容を取りまとめて
作成しておりましたが、新型コロナの感染予防のため今年度は発表会自体を行うことができ
ませんでした。当レポートの４編は今年度発表会でプレゼンされる予定であったものであり、
この「技術レポート」を作成するにあたり各技術者が執筆しました。
お手すきの際に、ご一読頂ければ幸いです。

これからも、末永くお客様に信頼される総合建設コンサルタントとして、技術力の向上に
邁進していく所存です。関係各位におかれましては、今後ともご指導ご支援のほど何卒よろ
しくお願い申し上げます。
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